
新
世
界
に
於
け
る

ヨ
ロ
ン
ダ
エ
前
２
民
」族
差
ょ
び
背
⌒化
の
序
一論

金

こ
の
論

文

ほ
メ

リ

ー

・
エ
レ
ジ

・
グ

ッ
ド

マ
ン
女

吏

～
多

〓

営
吾

Ｆ

亀
　
〓

営
〓

口

丁
一
ｇ

声

ョ

官

、
デ

Ｅ
…
≡か
、
昨

年

十

二
月
十

二
ね
、

主

教
大
学

文
学
部

主
催

の
読
演

会

に
於

て

「
新
世

界

工
於

■
〓

ｉ

ｔ
ｙ
ブ

ス
キ

●
民
及

と
文
化

一

と
云

う
題
名

”
下

に
満

演

喜

た
た
原
稿

て
、

同
女
史

が
そ

の
後
整

理
さ
れ

た
も

の

を
、
諸
演

の
際

に
遼
訳

を
Ｆ
ｉ

た
金

手
倫
工

教
授

工

わ
腐
一
し
一
嘉
″
訳

し
た
も

の
モ
あ

る
。

同
女

史

Ｌ
米
目

イ
ナ
チ

ュ
ー

セ

ブ
ツ
州

、

ウ

エ
ル
ス
レ
ー
大
学

ゴ
「ュ
一２
ｆ

〔
ュ
▼
，

の
社
会
人
線

学
部

う
助

教
授

ｔ
洋
一
れ
て

ヽ
り
、
日

下

フ
ル
ブ

エ′テ

ト点
「

究
員

こ
し

て
一日
本

に
滞

在
さ

れ
て

‐、ｖ
る
。

因

に
同

女
麦

？

本

ｉ

巾苫

卒

物

砲
昏

あ

権

荻

て

と

】ヽハ吾

事

・‥

雰

Ｆ
こ

〓
岳

毛

↓
命
３

３

Ｆ

Ч

●

教
授

を
Ｌ

一
、
お
ら

れ
、
　
夫
人

と
同
様

に

ア
ル
ブ

ラ
メ

ド
研

午
一員

Ｌ
し

て

日

不
に
常
在

中

キ
あ

る
。

一る
た
■
哩
才
素
科
世
泉
「
と

云

う

の

か

」

ｉと
問
Ｔ
４
■
目
空
に
と

Ｌ
工

い
十

と

、

新
世
栗
物
語
の
第

一
章

る

■

ヽ

彼
は
ゼ

ェ

ノ
ア

の
航

海

者

ヨ

Ｆ

ン
ブ

ス
の
名
前

を
引

台

に

一科
学
者

も

一
般
あ

人
よ
）共

に
西

半

球

の
主

要

な
陸

塊

を
題
亨

華
一　

　

↓村
軍

■
、
し
よ
う

。

即

ち

、
十
三

世
紀

の
末

か
ら

十

六
世
紀

の
初

に

世
界

と
呼

ん
て

い
ま
す
．
　
一
巌

の
人

は
さ

て

お
き

、
科

学

者

点
新

　

　

・い年

一一
一
、発

見

の
輝

か

し

い
黎

明

と

な
り

、
そ

れ

以
来

旧

世
界

の
人

世
界

の
主
フ
ク
し
■

に
関

キ

る
重

要
・在
二
次

工
を

よ

く
垣
拝

し
■
岳
！　

　

々
一
」
新

世
界

に

つ

い
て

，
一
ん

／

１
打

る

士
一う
に
な

り

、
一

メ
一
に
一彬

〔
′
ま
す

。
　
一
般

の
よ

に

一
何
故

ア

メ
リ

カ
大
陸

と

そ

れ
に
近

接

十
　

　

一圧
十

′
る
人

の
数

ェ
ャ多
く

な

つ
て

い

音
・ま

し

た
。
併

し
科
学
者

は
新

寿
世
界

に
一
け
ろ

ヨ
Ｆ
と
一ノ
五
剤
万

民
族

お
，キ
す
文
化

”
序
論

（，金
手
付

一
致
）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

」チ
ェ

7
丁
~

をい

1 「1 」

=I11
市'  `  レ /
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苛
亡
ネ
に
ヽ
■
う
二
百
ア
ィ

ス
村
つ
民
安

お
よ
び
丈
十
つ
字
一玲

十
〓
一
つ
十寸
（っ
しヽ
よ
〓
上
↓刊
‐
≡

一ヽ『
中
つ
一一主
卜
」ヽ刊
〓
平
を
十
■
一
二
ン
」
か
イ
≡
≡

ま
す
．
候

つ
胸
誌

止
数

百
年

て
は
な
く
て
、
数

千
狂

，
数

方
年

７

尺
夏

キ
し
て
居
，
、　
五
十
万
年
以
上
、
な
ら
く
約
一百
万
一年
前
■

ナ、一

年
一曜
源
に
辺

る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
Ａ
（好
イ
の
起

源

は
力
論々

情
！
反
“

の
出
杢
”一一で
あ
つ
て
、
そ
の
後
の
と
大
な
出
来
事
も
今
か

，

一万

三
二
年

と

，～
Ｆ
一Ｌ
に
士
一界

一上
に
つ
た
ｉも
の

で
あ

り

ま
十

。

歩

′
―
、，
鎮

ユ
ｉｌ
レ
ジ

ャ
や

ア

プ
リ

カ
大

陸

の
各

地

に
住

ん

で

い
た
多

く
分
杵
一

筑
民
族

の

一
部

の
者

が
住

み
良

い
場

所

を

求

め

て
、

今

日

ｉ
走

が

ベ
ー
リ

ン
グ
海
峡

と
よ
′年

ヽ
い
〉？
≡

去
ウ
を
わ
た

つ
て
二

賢
斎
、

ア
メ
リ
カ
大
陸

に
辿
り
着

い
た
の
で
六
ヤリ
ま
す
。

し
か
・，
て
の
二
万
工
千
年
‐
も
、
人
類

の
歴
史
か
広
ャヨ
十
れ
ば

に
，ん
十

の
京

の
間

で
あ
り
、
恐
ら
く

み
のヽ
二
、
三
％

に
当

る
に
禍
丁

二
こ
」

ん
。
そ
し
て
米
洲

人
睦

は
人
間

が
演

じ
た
ド
ラ

マ
の

一
場
百
〔
肯

暑
↑
と
な
つ
た
に
一迫
〓
・ド，
、
み
、の

王ヽ
な
立
年
ム
ロ
は

ユ
ー

レ
↓ン
ィ

・
イ　
一′／

「
力

・
大
洋
洲
に
あ
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
要
す
る
に
新
士
早
■

歴
史
求
の
時
計
で
計
つ
て
も
新
し
い
ば
か
り
で
な
く
、
考
と
学
者

十
１
１先
真
学
者
の
時
計
て
計
つ
て
も
新
一し
い
の
で
志
一り
ま
す
．
郎

ち
、
新
世
界
は
西
暦

一
四
九
二
年
に
よ
一新
ら
し
か
つ
■
十一の
ス
を
ら
・

ギ
ょ

「に
一Ｉ
一刊
一
〓
生

〓
Ｔ
三

十百
生
土
剛
に
よ
）芽
？
つ
し

か

つ
キ
一
の

イ
ｆ
ｉ
，

言
↑十
■
）
二
ｆ
ｉｉ
中は
！　
キト　
ン
ず
／
ス
ドに
と
一フ
オ
」
キ
剃
・う
「
ャ
か
つ
キ
」
の
ス

一ど
ュ
ウ

ｒ丁
、

ヨ

ド

ン
ブ

ス
を
述

え
た

人

女
の
遠

い
こ

先

の
人
差

　

‐
Ｆ
！ゴ

・ヽ

（
金

子

付

一
訳

せ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一（
甲

九

百

「“十
一
代

ｉ
ゼ

ネ

レ
・―
シ

ヨ

ン
”〓
一川
の

人
■
一
に

ン
一
つ

て

ｉ
、一十
「ら

し

か

ら
ャ
た
０

一
ｆ
？
中
と

ニ
ヤＬ

ベ
ー
リ
ン
グ
れ
咲
を
と
え
て
新
世
界

へ
と
少
人
数
の
移
住
ほ
竣

受
と
な
く
繰
，
返
き
れ
ヤ
Ｌ
ャた
，
こ
れ
ら
の
移
に
は
サ
イ
ス
・
ン

シ

ン
十
↑
中
杵
ど
円

ａ
ア
メ

リ
カ
一‐
！！
ど
慎
士
｛！
止
一後
の
局

百

！

つ
≡
一ヽ中

に

恐
ら
く
始
ま
つ
た
の
モ
・Ｌ
ょ
う
し
こ
ｎ
・
水
Ｈ
時
代
に
■
一間
ｒｉ
、
時

に
は
ネ
声
ウ作
月
り
，
一も
杵
正

時
代
に
起
る
た
画
の
芋
し
く
低
て
なヽ

る

こ
と

に

よ

つ
て
お

来

た
睦

地

づ

た

い
に
、
攻

に
張

り

つ
め

た
よ

の
上

を

こ

の
海

味

を
渡

つ
て
行

うン
た
の

千
ｔ

中
り

耳

一化

役
キ

が

マ

ン

モ
ス

・
フ
ク
タ

・
馬
！

バ

イ

ソ

▼ス
北

来
上野
キ

））の

よ

う
な

洪
一債

世

の
立

物

群

を

追

い
求
ち

て
行

つ
た

こ

と
は
疑

い
あ

り

ま

せ

ん
ｃ

一移
≡仁

者

と

は
西
乱
「山

系
・地
帯

の
高

側

の
十
分
の
張

ら

な

い
回

廓
地

帯

を
一連

一

■
、
両

大
陸

の
東

方

に
向

つ
〓ｔ．扇

形

に
は
一開

し

て
行

つ

た

の
で
あ

９
ま
す
、

そ

し

て

こ

の
移

動

の
速
度

に
関

し

て

は
多

少

奈
ち

て
居

一ろ
こ
と
よ
五

り
ま
す

。

例

え
ば

（
′
門

ア

メ
リ

カ

の
中止
も

古

い
Ａ
≡
十
初

営
ュ
一ゴ
Ｐ
∽

・と
し

て
知

ら

れ
て

い
る
一北

米
合
衆

画
高

西

地

一片【あ

す

ン
デ

十
お

よ
び

夕

Ｐ
デ

イ

ス
地
方

で
発

見

さ
れ

る
飛

が
■
道
具

豊

憾
先

は

一
万

一
十一〓

ま

す
ら

、
石

４

千
年

位

古

す

も
の

と

↓
ご
れ
イ
下
∵
■
＋
７
し　
を
良

ダ
官
市宋
百
母
所
，一れ
の
一語
＝
「
か

ら
発

目
！
ご
ｉれ
る
一人

巨
士
特
杵
一ボ
！≡
遭
【品
ほ
テ

デ

オ

カ

ー
ゴ小
ン
抑均
一ｂ
剤
い
定
法

に
Ｆ
」
９
ン
ニ
「ノ
と

〓
力

一
工
帝
下
　
一以
は
そ

ホ
十以

卜
〒
ち・経

一
十
一
】・亡〔
う

士
一十
七

十
■
に
多
分
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'

ン
デ
イ
ン
ン
中
し
ま
し
て
ｉ
実
に
雑
多
な
人
笹
で
あ
る
こ
と
は
中

一，　「▼「、イｔ
，申い）↓洛十ｈソ
キャふゃを」
″′ヽ′ｉΨ

ア
メ
リ
カ
大
一隆
に
か
け
る
薪
石
器
時
代
の
革
命

今
質
つ
人
類
学
者
―
　
特
に
デ
マ
ザ
カ
合
衆
国
内
夕
く
り
人
”

羊

イ

‐

‐
に

一
新

世
界

の
物
語

に
非
常

に
栗

味
を
盲
一え

て
た

り
ま

工■
一一
千
ｆ
ニ
ナ
て
れ
一は
ャ■
に
「
草
”Ｔ
工
、
一性

モ
ト
花
い
年
≡
≡
逆
い
ナ
ニ
ふ
う

明

ら

か

な

理

百
ば

か
り

か
ら

で

に
あ

り
支
・せ

ん
。

杖
キ

ほ
一飢
や

ラ

ク
グ

の

モ
の

フ
テ

ッ

シ

ユ
や

一
ｉ

地

や
↓居
位

学

の

ス

に
姉

わ

れ

て

は
い
ま
せ
ん
。
彼
事
は

一
局
地
が

一
地
方
・
大
陸

，
大
陸
間
の
出

来
■

と
、一ｔ
，
い
う

封

に
！一いが
あ

つ
た
一、！
ｆ
一理
へ
て
居

り
と
二
，
．　
こ
れ

等

の
事

ヽ
家

達

Ｌ

、

一

ロ
ン
プ

ス
単

一製

，ウ
新

旧

面

女
性

の
関

係

を

く

つ
し

く
前

へ
上

け

キ主
う

と
、
ほ

命

つ
努
力

を

し

イ

お
り

ま
す

。

そ

―
・．て
事
実

の
記
録

を

ま

Ｌ

ち
上

け

る

仕
事

の
他

に
、
も

つ
と
火

切

を

生

与
が

あ
る

の
で
す

。
　
一
体

、
新

石

幕
時

代

の
文

化

と
新

世

市界
力
複

雑

な
一部
会

的

、
文

字

を
拝

す

る
文

化

は
、

新

世
界

の
中

に

全
ど

神
ｒ
立

し

て
発
義
ヰ
し

た
も

の

〔
・ど

う

か
―
―

≡
一
の
問
題

ほ
依

然

と

‐テ
占
戒
門

と

た

つ
て

い

る

の

十
二
す
か
　
―
‐，

・ヽれ

を
ほ

つ
〓
ヽ
り

ま
ヽ

せ
る
こ
とヽ
が
彼
筆
の
目
中的
て
六
一り
ま
す
。
私
桂
一は
以
上
の
よ
う
な

文
化
が
一新
世
界

で
は
竹
ど

交
渉
な
く

発
達

し
た
と
信
す

る
村
当

の

根
拠
を
持

つ
て
去
十り
ま
・す
“

一
ド
し
て
も
し
み
、れ

が
事
実

て
ち
る
と

ａ
▲
”一ア丁
な里
一
一訳
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一
百
一
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(CTヽ

…≡千
士
宗
工
一
，
ろ
〓
ヨ
ン
イ
ス
前
”
民
ま

【
ま
す
真
十
一
子
詩

（一士
子
付
一
訳
！

ｉ
は
、
そ
れ
ｉｔ

ｉ
卓
●
吉
逓
”事
高
性
を
証
誘
す
る
訂
拠
と
■
二
‐

■
ら
，
ま
十七

！例
え
ば
一拒
胸
あ
我
培
、
動
物
の
飼
吉
十、
数
芋

・

〓
へ
〓
ヤ〒
、
坤印
オ，巴
の

な
ご
石
、
（
刀
撃
未
お

よ
ボ
▼
か
よ
トワ
た
一を
喜
一一と
官
一］荒
■
≡

た
社
会
社
技
形
熊
学
の
よ
う
に
、
人
祭
が
、或
る
種
の
α
意
工
夫
≡

し

た
う
うす
る
特

定

の
能

カ

ア
一証

拠

た

て
る

こ
と

に
な

■
一の

で

ネ
ｉ

〓

一

ｆ
「
十

．

十
二
■

キ

，
な
人

車

の
数

多

い
創

意

工

夫

は

旧

大

陸

●

そ

れ

と

百
，

様

に
新

大

極

の

一
一層

複

雑

な

文

化

の
特

徴

で

あ

り

ま

十

。

し

■

卜
一

打

旧

十両

天
陸

文

化

の
一争

一似
点

は

多

く

の
朝

自

な

福

違

吉
一
を

と

≡
！士

つ

て

お
る

の

で

あ

り

一ウ手

フ
≡

任
う

て

そ

れ

ら

の
基
一礎

的

な

却
宴

■

二

天

か

旧

世
界

の
借
一物

で

あ

る

と

は

簡

単

に
断

言

で

き

ま

せ

ん

．

丈

▲

主

ほ

そ

の
借

助
か

伝

来

し

た

経

路

を

よ

つ
き

り

こ

ヽ
だ

と

十
■
】

エ
ニ

各
こ

と

ヽ
て

きヽ

ま

せ

ん
．

北

一宗

ア

ジ

ィ
を

積

断

し

ヤ
）北

西

子

女

リ
カ
ヘ
と
移
住
し
た

ン
ト
、一媒
う
足
跡
は
、
前
期
隠
石
器
エ
ク代
か
■
に

一
石

器
時

代

文

化

の
人
一間

が
使

つ
た

人

工
物

に
は

つ
て

の

ス
〓
〓

・

一
に
さ
れ

ヤ
・
■
り

ま
す

こ

ま

た
最

近

イ

カ
ダ

で
太

平

洋

を

ば
す

！

ｔ
一割”
十向
夜
事

実

■

あ
，

ま
す

が
、

（
例

え
ば

ヨ
ン
チ

エ
号

↓

工
≡

に
）
★
平
浮
十

二
禾
万
か
ら
で
も
西
方
か
ら
で
も
呼
積
断
し
ｆ
【

‘▲
同
工
思
想
の
言
三
手
手
な
れ
が
か
つ
て
あ
つ
た
と
は
信
一し
雑

，
■

一
車
十一ヤ
叫
，ヤ≡‐十ヽ
≡

一仁

つ

〓

令

百

〓

に

ア

メ

リ

カ
の

Ａ

奪

■

者

走

は

、

キ
一
十
早
チ

克

の
他

石

■

時
代

ゆ
友

行

■
主

嘱

つ
地

ま

で
拡

が

つ
イ
打
ち

■
ｉ
■

、

よ
千

〓
キ

ｉ

郵

一エ

ン
テ

ス
の

Ｔ

心
地

か
ら
農

業

の
技

術

■
ヤ

キ

吉

ｋ

に
，
び

、

ア

〓
／

ンブ
河

う

ｉ
〓

に
ま

イ
・及

ん
Ｌ

の
こ

≡
，
首

ユ
七

一チ
て
れ
ほ
紅
元
前
二
千
年
項
廷
に
は
，
米
か
六
今
百
，
一
ユ
〈

目
の
市
西
地
方
に
ま
モ
及
び
、
経
元
前
紅

一
十
年
に
は
会
■
吉
再

一理
え
型

々
皆
いこ

〒

こ

の
イ
ニ

ハニ
■
す
。
ア
Ｋ
ゃぅ

声
■

一妥
ュ

を
除
い
て
は
こ
れ
ら
の
石
裸
時
代
の
中
心
地
は
や
が
て
新
■
■
汁
十

■
け
る
最
も
夜
権
た
文
化
を
有
す
る
地
域
と
な
つ
■
あ
≡
■
■
う
ま

す
。
そ
し
ヤ
．そ
の
差
差
し
た
文
化
は
一
、れ
ょ
ヽ
重
要
な
メミ
【千
〓
チ

件
■
か
あ

つ
十一卜
の

で

あ
っ

ま
す

。

的即
ち

ア

ン
デ

ス
地

十
ネ

！
二
」
、　
ジ
ヤ

ガ

イ

モ
即

Ｌ
こ
れ

は
今

日
不
当

に
も

ア

イ
リ

ッ

シ

ュ
・
ギ

一
―卜
す

と

し

て
よ
く

知

わ
れ

て

下
り

ま
す

が

、

こ
れ

ド空

二
会

で

あ
，
　

キ

ホ

・
北
米

て

は

ト

ワ

モ

ロ

ヨ
シ
が
比
較

的

人

口
制

を

と
十

万

●
主

・貸
と
な

つ
て
一
い
た

の
一
・あ
り

ま
ｉす
。
但

し

ア

マ
づ
／
ン
森

■

七
■
，■
、

一■

れ
る

マ

ニ
オ

ク

〓
曇

≡

負
，

ナ
、ジ

ァ
濃
い”
）

津■

十

キ

、十
ゴ

なヽ

▲

口
を
藻
す

禅

と

れ
ま
せ

ん
て

し
た

が

、
そ

れ
て
ｉ
ャ新

世
■

に
よ

い
て

は
第

〓
呑

目

に
重

要

な
合
た糧
ど

な

つ
た

の

て
克
！り

ま
す

，

新
世
界
の
Ａ
女
は
動
物
を
飼
い
馴
ら
す
こ
と
て
Ｌ
大
し
て
，
る

べ
き
も
の
か
あ
り
ま
せ
ん
て
し
た
が
．
位
初
我
持
て
は
彼
≡
●
天

・分
を

フ≡て
い

ｒ
一
荘

〓停
し

を
一
し

十
一Ｃ　
し

か
し

・
一
の
相
こと
に
把一来
キ
古
ュ
，
★

”侍
Ｆ
喜
困
十
え
〓
一と
Ｌ
明
ら
か
モ
ち
い
ま
す
．
郎
一一技
モ

一を
いる

ヤ打
ユ
些
一ｒ

●

ｒ
ｉ
ｒ
■
ョ
〓

ｒ　
一ヤ
ア

二
一川

，
一氏
一よ

十
】
≡
≡
（
）
ナ
〈
一！に

，
一二
■
一市

族

ｌｉ

・、
１
リ

ン
ダ
４

峡

を
た

つ
ヤ
ネ

声
乾
」仁
者

が
ｉ
ｔ

ｆ
一
来
た
と

化
だ
」！
ケ・　
旧
世
■
か
ら
借
麦
片
た
の
一
あ
ろ
う
た
才
ッえ
て
た
り

まヽ
十
．　
一ケ
一の
百
↑
崎
〓
化
●
Ａ（
工
功
丁
し
い
竹
一十市
市
工
・止
一平
，
つ
て
，ヽ次
の

よ
Ｐヽ
な
も
の
が
あ
つ
一ヶ
？
つ
と
〓

たヽ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
即

ち
石
番
を
削
つ
た
，

（或
は
」四
い
た
り
）
し
て
作
る
技
術
、
骨
角

等

■
一一堵
い
て
道

具

を
作

る
技

，付

、
道

兵

に
柄

を

つ
片
≡
≡
反
術

、
弓

矢

を

用

い

た
り

大
を
馴

ら
す

技
術
等

で
あ

り

ま
す

。

打

市，斗

（「
に
輸

入

さ
れ

た
生

治
百

う
反
行

は
今

述

べ

た

よ
う

な
革

紅

■

一材

一
■

を

一語

〕翠

▼

あ

一
・あ

ヨ

‐、

輸

ス
ぐ

元

≡

イ
い
化

つ

■
一に

ヽ
恐

六
′
ヽ
半
純

な
狩

猟

十
友

集

に
よ

つ
て
す
一持

さ

れ
た
文

化

と
同

様

に
革
れ

な
も

い
で

あ

つ
た

と
思

わ
れ

ま
す

．

し

か
し

千

リ

ス
ト
一数

時
代

の
初

め

ま
で

は
、　
新

世
界

の
あ

る
抑
杯
一
に
は
立

派

た
文

化

が
芸
奉
↑
し

イ
】
お
り
ま

し

た

。

，

し

て
そ

の
技

，
′
の
誰
に

よ

数

〓‐‘．≡
性
と
こ
つ
て
行

わ

れ
て

お
り

ま

ぃ
た
．

今

■
布
一ら

れ

て

い
る

ま
■
中一つ
害

業

キ
一会

ほ

ベ

ル
ー
海
岸

地
方

に
あ

り

ま

卜
）て

、
み
一れ

よ

存
一一下
三
削
一
〓
上
二
百

年
十
に
揃
々
る

の

イ
！Ｆわ
り

ま

す
。　
‐じ
ふ
・
卜
・長
士
元
と

い

う
こ

う

が
始

ｈ
≡
・Ｆ

生

完
坐

」
界

（”
新

石

器
時

代

の

コ
革
命
」

，≡≡・筑

一

ら
で
ヽ
そ

れ
よ

リ
ギ

つ
と

以
一副
、
耳

ち
や
！
九
一副
工

千
年

応
早
か

‐，一一法
智
ま

一ン
ヤ
　
い
工
」
Ｌ
〔！
ナ
一質
い
わ
”
十
孝
十
一，
■

苛

世
外

の
一右
詳
時

代

●

〓
ｔ

ｒ
、
百
木

の
中

央
ア

ン
デ

ス

お
よ

一０
ま

ヤ不
笥
主
ガ
戸
」
ネ
（
て
早
一
も
一日
て
、
■ヽ
・つ
手
！一羊
一ヽ
し
　
　
ヤオ　
ナ
，
か

わヽ
車
≡
一討
，て

一に
「

が
工

山

あ

っ
た

０

に
え

し

て
、

飼

百

し
得

る
立

中

は

グ
な

か

つ

一点
■
ド
ぁ
り

■
す

，
そ

”
付

単
一飼

い
酬
【
ら
さ

れ

た
勘

わ

た
い
え

「ド
は
．
ナ
一　
一　
一　
一
に

十
ｉｔ

す
↓

‐
ｒ

ヤ
つ
　
十
ア、
小″
　
，
世

↓

一

．十
　
一ン

、
ア
　
一人
　
ｒ子‐
』

小
‐ナ ′
　
ラ

一　
一ヽ
　
　
ニ

ノ
　
■
″
　
３
ハ
　
ヵ
一

そ
Ｌ
，

ま
し
て
、
こ
れ
に
よ
↑
も

，
と
し
て
は
ァ
ｒ
ル

・
ェ
百
鳥

お
よ
本げ
ア
ン
ジ
ルて
子
〓

ミ
に
止
ま
一り
ま
↓
．）

一
方
．
土
者

の
ア
メ

リ
カ
人
と
か
我
を
し
た
植
れ
に
を
し
い
数

に
つ
だ
ろ
う
て
あ
り

ま

すヽ

！】
す

な
わ

ち
路
一
に
ホ
天

た
■
食

料

の
柿
に
に
、

そ
市
５

一毘
科

の
柿
」

駒

（
数
！芭

）

南

よ

つ
類
一

カ
ラ

キヤ
・
ト

マ
ト

・
一
二

十一
一ャ
ー
ト

・

南
京
豆

・
夕く
イ
ナ
～

ギ
″
ル
・
ゴ
ム

・
夕
、ハ
〓
・
綿
芹
ｆ

ヒ
ョ
ヮ
グ

・　
ン
　
・）
〓　
　ヽ
」ツ
ッ
・卜
埜
ヽ
キ
・
ふ
Ｔ
ッ
サ
ぶｆ
；
ャ

（註
）
ヨ
，
ｙ
．ア
■
以
百
一！に
苛
ほ
占
一大
唯
に
共
存
し
食
料
と
た
つ
た
作
物

一ど
、
　
“は

一■
≡
≡
向
／
ｍ刊

つ
ｆ
．
い

一っ
！
一〕
●

注
キ
「一い
フ
い

の

一●
Ｌ

トワ

ヤ
≡
十
′■
・
、　
■
・
の

一！

ＩＴ

」
以

上

あ
け

た

綿

■

・
Ｌ

一】〒

‐
，
ラ

・
ヨ

ヽ

ナ

ッ

ト

、

身
十
れ

に

す

ヅ

ｆ
十章
が

す
の
っ

と
ｆ
す
。
　
，イ
！

ィ
≡
ｔ
ｉ
缶
一〕
ぃか
十円
大

陸
」
に

存
一
年
１
二
Ｌ
い

た

と

い
う

一ナ
Ｌ
人
間
の
子
に
よ

つ
て
か
、
坂
は
風

・
刊
十
■
そ
●
化
何
等

工
■
！！

一■
～
ど
を

か
ほ
オ↑
Ｈ
判
然

と
計
ネ
Ｌ
士

せ

ん
。

固

有

の

ア

メ

リ

カ

「‘丈

明
」

旧

何ピ
い一
に
松

て

は

、
キ
「
右

子
，
時

代

の

文

化

は

キ
一
す

ア
イ

ル
河

コ

一チ
”
川

地

滞
―
，
ェ
に
始

ま

す

、

一少

‐）
お
く

れ

て

，
∴
ャ
竹
〓、
一押
度

お

よ

下

十
二

い

う

■

つ

の

地

域

を

呼

心

と

し

て

お

一千

と

干

）
■

！

同

じ

恒

（
【^ヤ一才一「▲
同
一
一ポ
一，ヤ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

一（小
ｉ才」



(68分(C9,

新
世
界

に
，
≡
る

ョ
≡
デ
デ

ｉ
古

”
景
よ

ヽ
ま
す
丈
セ

≡
了
詩

〓十
一■
同

じ
て
ヽ
二
十
ャ
ら

〓
【
ン
の
一＝
▲
・姉
一
に
ネ
少
Ｌ
＝
声
省
正
方刊
つ
一
〓
≡
Ｌ

郊
ち
部
会
的
、
文
字
を
解
す
る
文
化
が
現
れ
た
の
で
あ
り
ま
十
．

新

士

一界

に
於

て

も

そ

の
通

り

て

六
一
リ

ヤ
（
し

て

、
一所
語

都

会

ｆ

十
一
う

し

た

ズ
化

が

発

と

し

た

の

は

、

新

石

器

時
代

の

言
一
要

な
策

点

■

を
一

す
地

域

に

於

て

十
一あ

り

、

即

ち

み
、れ

は

中

央

ア

ン
デ

ス

‐ｉｌ
中
祇

一
言
一

米

）′

お
よ

び

中

米

如

万

に
於

て

で

あ

９

ま

す

。

こ

れ

【竺

〓
ｒ

ｉ

れ

域

て

は

紀

元

前

一
千

年

ま

で

に
新

世
界

の
最

も

複

一雑

な

画

有

つ
丈

化

の
基

礎

は

し

つ
か

り

と

置

か

れ

た

の

で

あ

り

ま

す

．

ア

ン
デ

ス
地

方

に
於

て

は

そ

の

頃

既

に

イ

ン
デ

ア

ン
の

与

Ｅ

析

式

は

、

優

れ

た

陶
一零

・
織

物

・
金

細

二

等

の

友

芸

お

よ

史

チ

荘

れ

桟
、式
や
可
成
り
複
雑
な
社
会
制
度
等
を
特
徴
と
し
て
い
十
の
モ
あ

り
ま
す
．
或
る
中
米
研
究
女
の
説
に
従
え
ば
、
こ
の
中
太
に
去
ヤ
】

ほ

花

元

前

一
千

年

に

は

既

に
数

種

の

文

字

を

浮

す

る

■

剤

会

的

な

文

化

が

栄

え

て

い

て

、

町

や
村

な

ど

Ｌ

伏
山

あ

つ

て

、

有

々

な
宗

教

的

カ

ル

ト
ヽ
一行

わ

れ

、

そ

れ

に
伴

つ

て
彫

刻

に

よ

つ

て

神

一

■

衷

現

しヽ

た
り

、
神
芸

や
工
帰

人

の

小

さ

な

群

像

な

ど

を

作

つ
た

，

ｔ

る

二
と

、

ま

た
女

字

を

王

派

ｒ
言

く

こ

と

や
暦ヽ

を

作

る

こ

と

■
，！裏

に
盛

に
行

わ

れ

て

い

た
と

云

う
′
こ

と

で

あ

り

ま

す

。

中

央

ア

ン

テ

ス

の
佳
一占
小

，卒

に

に
何

人

と

同

じ

≡

【ノ
に

「
中伴

“

一
と

い

９ヽ
も

の

式
生

Ｔ

と

い

（
▲立
・丁
（向
一
「一ふ
↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，（
ｉ〈

キリ
【！，）　
十
一〔｝
デ一・こ　一笹
〈（亨
′ｆ、ヤ
ｉじ
一申す
叫中り一円一ｒ，とヤ
‐）
サ
い＋サ
‐と
、　
十一Ｌｊ「↑，ド　、
柿外

！符
つ
岸
・い成
と
丈
・在
在
情
神
と
予
」示
ト
キ
．い
る
と
い
う
こ
■
ｒ一な
工り
ま

す
．
コ
特
な
ア
ン
デ
ス
の
生
活
様
式
は
、
場
所
に
よ
り
ま
た

一
時

的
に
み
一花

は
し
た
け
ｔ
と
　
，中
米
の
北
方
の
は
大
，■
大
れ
ど

は
、

一
置
一掌
一一つ
た
と
こ
ろ
の

一‐一合
り
Ｌ
ン
系
掛訓
点
と
，特
色
と
力
戸
わ
つ
て

いや
〔
″士
一十
‐ド
★生

ア
ン
デ
ス
人
は
新
世
界
独
特
つ
産
業
家
・的

―
‐た
一一物
論
一者
的
大

一政
府
〓
妻
者
で
あ
つ
た
と
い
え
ば
、
少
し
一単
純
に
も
の
チ
片
附
け

返
ま
っ
き
ら

、ヽ
は
あ
り
ま
す
が
、
」
す
Ｌ
も
間
違
い
て
は
あ
り
ま

せ
た
．，
彼
等
は
本
来
、
一優
秀
な
工
芸
家
て
あ
り
、
そ
工
で
あ
つ
て

〓不
可
と
下
と
つ
把
握
の
売
壁
さ
、
製
品
の
明
確
在
型
を
数
多
く
造

る
技
術
に
至
つ
て
は
彼
年
の
そ
れ
は
ま
な
る
手
芸
千
Ｌ
な
く
、
芸

術
ド

中
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
し
か
ｔ
こ

の
優
秀
七
工
芸
技
術
、

特
いに
一Ｍ
植
十■
東
や
金
属
二
辛末
に
十
（■
ス
ッエ
十一至
夜
術
Ｌ
、　
刊
球
の
ア

ン
デ
ス
時
代
の
文
化
と

い
う
よ
り
に
、
と
し
ろ
も
…
少
し
あ
と
の

降
キ
中　
‐　
郎
ち
二

ｒォ
ン
ブ
ス
つ
十
人
畦
発
見
直
主「脚
●
イ
ン
す
一文
化

の

一
つ
の
特
徴
そ
れ
つ
ま
す
！

今
い呼
一ｒニ
チ
て
ア
ン
デ
ス
三
↑
〓

一つ
の
一早
装
な
初
響
ヽ
一エス
化
は
相

立三
石
サ
石
に
一一十
‐‐′
ま
―
十
た
↓
一、　
一
、
た
一
■
も
イ
ン
カ
ｎ一
文
わ「”〓内
下
二
，
一

接
に
よ
く
知
ら
れ
イ」
お
，
ま
す
を
し
か
に
実
妹
ほ
古
―ア十
万
り
文
化

に
に

一
居
！芸
術
一口
な
と
に
ろ
ガ
∴
，

■
１
た
・
事
実
こヽ
の
方
面
の

一一
一■
・，オ
「、　
夕
　
・ｒ　
　
バ
‐‐　
＞
　
　
申工
　
【ん
■
文
一
ヽ
，　
新
一
，夕
は
、　
手　
十　
一亨

ィ

ン
〓
化

●
軍
３

】う
津
宮
命

の
彫
列

三
用
米
格
有
つ
芸
十
■
京

■
、
主

も
得
★
■
も
の
と
よ
ん
で
お
り
ま
す
。
チ

ャ
ブ
ィ

／
■
…
≡
…ｆ

■
亨

ン
デ

ス
イ
兵

一雀

Ｔ

・た

と

こ
ろ

の

〓
大
文

化

の

タ

イ
プ

〓
た

と

「
技

」

の
最

初

っ
も

の
一
、

ヤ下
れ
は

中
央

ア

ン
デ

ス
て
百

密
万
一打
一

代

に
栄

え
た

い

て
六
一
り

ま
す

．

チ

ャ
ヴ

ィ

ン
芸

術

、
特

に
石
ま
干
一

頭

わ

れ

た

よ
う
な

手

ャ
ヴ
ィ

ン
芸

術

は

全
ュ

敬

と
恐

怖

の
ぼ

Ｈ

を

十
一兵

だ
す
Ｌ
一
Ｌ
す
占
［
的
Ｔ
」
し

て

去
一
る
．

み
Ｌ
れ

は
装
飾

れ

で
圭
を
一卜
」

形
式
的
て
、
象
徴
的
で
感
情
に
満
ち
て
い
ブ■

大
キ
と
牙

・
え
、

〔
工
年
，
ち
柄
ゲ
宜

比
の

か

ら

み

合

い

、

洋
一
い
卯
一
の

い

つ

た
頚
一、

的
ぷ
心

い

に
孔

つ

イ

い

る

眼

羊

が

、
直

大

な

ジ

ャ
グ
ち

』
程
一一Ｆ
≡

二

ｆ

メ

リ

カ
約

）

や

コ

ン
ド

ル

や

、

こ
れ

ら

と

人

間

と

の

混
血

宰

と

共

に

そ

の

特

徴

を

な

し

て

い

る

。

先

例

と

キ
（
る

も

の

は

行
ｆ
も
【

ネ

れ

モ

‐、■
な

ｉ、上
　
一弘
る

者
一
味

で

ほ

現
Ｐ
う
ノ
、
そ
キ
イ
ヵ

一
Ｊ
●

フ
台
費
，き

対
声
千
地

す
々

持
〕
復々
ｒ
！
ア

ャ
、ヮ
ィ‐　
ン
し

（り
臨
脚
工

の

十
″芹
」
・っ
―
け
い

リ

ア

リ

ズ
■
ム
４」
珠
“

い
て
は
、
そ
の
後
に
つ
ゞ
く
ペ
ル
ー
芸
術
は
、
み
を
そ
れ
■
ら
張

≡
丁

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
亜
流
て
あ
る
。卜Ｔ

（
註
）

…ク
ご
―
。ハ
‐Ｌ
三
人
類
字
二

九
四
八
年
、
八
二
九
貢
≡
，
八

〓

０

頁

　

み

『
ニ

ィ

ｒ

＞

中Ｐ
一
Ｆ

≡

ュ

温

Ｆ

宮

営

３

年

一

▼

〓

ヱ

「
■

一

●
（）
フ　
ウる
　
ン■
】
】ｃ
∞
＋
）
一二↓
∞
（）Ｃ
Ｉ
∞
只
））

ア

ン
デ

ス
の
一右
二
（何
と

治
金

一価
と

は
共

に

ｒ
ス
，
４

万
，
岸
一京

モ

新
世
界

に
お
け
る

ョ
ア
ジ
デ

ネ
前

の
民
族

お
ょ
び
三
十

”
千
諭

乃
ｈレ
キ
エ
‐
■

、　
一内
，一瞥

●
打
！
帖
一●

，車
〓
イ
エ
に
十
■
ｔ
に
ｉＴ「
≡
〓
卜
卒
ｉ
エ
ー
≡

．■
た
り
ま
し
・・仁

一
Ｌヽ
キ
」
，
ス
ズ
イ
ン
！
征
候
時
代
に
す
る
迄
、

ｔ

，
俸
い、

千

ｆ
吉
二
品
腎

一
カ
荷
■

岸
■

（
え
て

ぉ

り

≡

―
・た

）
一百
啓

七
百
年

頃

言
て

は
、

ｆ
ｔ

´
デ

ス
人

に
巨

人

な

カ

ル
ト

「
〓

て

、ぅ

ド

つ
え

る

町

を
建

設

し

、
挫

諄
ィ

の
化

、
大
規

模

な
公

十李
千
葉

を

建

設
，し

た
り

、
金

・
銀

・
飼

の
結
一扱

や
合

金

を

や

つ
て

い
ま

し

た

。

西
菅

千

四

百
年

頃

一連
に
は
作

中
一的

に
有

名

な
イ

ン

カ
は
、

■

部

エ

ク
ワ
ド
ル
カ、
ら
中
部
チ
リ
ー
に
百
る
領
■
を
征
限
し
、
よ
く
組
紋

さ
れ
た
一記
キ
的
な
表
的
福
千‐‐
固
末
一を
た
て
、
政
市
的
に
ヽ
ｆ
た
広

を苦

り
文

化

埠

！観
点

か
ら

い
つ
〓

ｒ単

，
ヤ
デ

ス
地

方

に
若

一申

十■
よ
お

り

〓

し

，―！…
。

ア

ン
デ

ス
の
話

を
村

ぶ

に
当

つ
て
ク

ロ
ー
バ

‐
去

技

の

百
十
一一を

，
」
く
に
引

再
一し

ま
す
■

Ｐ
（一き
！特
・
ホ

エ

・
陶
一妊
口
・
攻

点
幹
い布

手

、　
イ

ン
方

の
主
け
に物
ｒ

い
す

れ
も
井
野
心
的
で
素
朴
て
れ
る
。
そ
れ
ら
い
コ
百

一
種
古
【
的
な

，倶
し
み
を
示
す
ど
、
抗
制
さ
れ
て
い
モ
素
朴
”
良
こ
Ｌ
充
実
し
た

一夜

”
ッ
が
目

立

つ

て

い
る

。

本操
キ

い

故

一目

ヽ
例

，
古
一
、

高

部

ィ

ン
デ

ス

の
一
タ

ズ

一一

？

【ヽ

（）

の

町

，

よ
び

そ

い

周

辺

）

に

よ

十Ｌ
イ

ン

″

一渋

は

、　
産
除

け

や
ヽ
お

持
一の

よ

う
″
と

もヽ
の

ヤ‐、争
り
、

直

★
！な

石

亡

建

牛
・

の
プ
ロ
ッ
ク
に
至
る
こ
、
そ
し
て
十
床
に
刻
ま
れ
た
禁
壇
や
天
文

笥

測

市
！に
三

る

ま

で

、
石

工

に
辛

れ
一頭

く

、

サ
良

缶
い‐斐

′
…ヽ
‐
し
く

巾

ん
だ

。

イ

ン

カ
芸

行

は

全
声■

れ

に

い

つ
て
、

京

Ａ

な
ど
族

力

や

（
金
子
令
　
訳
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・ゴ
ぃ一
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プ

ニ
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民
よ

【
よ
び
文
化

●
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一
世
抑
■
子
と
悔

予
■
穴

い
ヤ
≡
た

ヽ
≡
十
一
、　
一Ｂ
卑
ホ
０
と
いＨ
中刊

―二、
Ｆ
一
一九

い
ヤ一≡
一■

・〓
）

ダ

ｒ
ｉ

ハ
　

レ芸
．技

、
　

‐ｌｆｉ
，一わ

一
市
、　
Ａ

ま
す

〓
貞

）

中
副
ア
メ
リ
カ
鞠
域

ィ
つ
ｆ
〓
丁
ろ
高
原
つ
容
問
こ
■
て
、　
マ
キ
文
化
と
〒
有

≡
イ

つ

，

イ
↑
に

■
三
十
′と
ば

，
一
、
い

，、卜
●

一
、
み
，

イ
エ
ー
が

、　
み
ｆ
一
≡

≡

的

Ｉ

ｔ

て

十

●

文

化

に

近

く

、

求

も

十

人

を

第

的

春

美

山

事

〓

■

・

，Ｌ
）
つ

ヤ
・、
一や
」り

，
ま
‐じ
一
一
ｃ
　

しヽ

か
　
し

一一　
ル

テ

↓〈
　
（
〕
ｏ
【
ｒ
”
ヽ
　
一か

，オ
〓
一　
一
ヤ　
】

■

一仕

口
は
し

一
ユ
吋
こ

キ
」
、　
ア

ズ

テ

ッ

ルフ
よ

、
イ
　
十　

ヤ　
ｊ
コ

ル

一
ヤ
ズ

√
〓
千
一

昭
一
き

れ

る

〓
二

左
一一一束

し

た

ア

ナ

「
／
カ

キ
一一看

車
ど

力

丈

ｔ

う

十

ｒ
ｆ

一

ろ
一粗
離

な
け

Ｆ

■
　

‐
と

こ
か
全
蕉

を

ｈ
一う

、
真

の

メ

キ‐
テ

〓
≡
■
］

，午
終
わ

を
一一店
げ

ヤ
≡
‐
■
ｒ干
し
た
ｔ　
一
〓
ツ
■
■

テ
ズ

【
一見
一品
ｒ

十

一
■
人

テ
，
夕
Ａ
の
文
化
と
云
う
の
よ
、
政
治
的

・
軍
事
的

・
高
華
主
一要

一素
の
強
烈
な
文
化
て
あ
，
ま
し
才
≡、
キ
一
一全
，」一征
般
さ
れ
た
ヽ

工
に

喜

肥
的

な
影

響

■
ち

つ

ちヽ
”
て
ん

，

ま

し
た
．

メ

キ

ン

〓
サ

す
イ

の
百

万
、

ア

ハ
ー

カ

ｐ
ラ
メ

わ

つ

メ

一
シ

ヨ
領

地

の

高
原

‐ｒ
　

舞

雑
し
た
文
化
う
も
う

一
つ
別
の
メ
一
シ
ヨ
？
中
心
が
あ
っ
て
、
二

の
を
身
〓
一り
十
〈
れに
一ほ
ド
フ
ェ
キン
ク

ル

・
‐
ズ
　
ョス
●
】お
　
の
】
仁
ヽ

「地

方
■
」
≡
ｆ
宋

Ｌ
↓
チ
に
す
わ
の

イ
、
ユう
ちリ
セ
ｒ
一，
こ

新

世
界

物

語

の
別
章

実

≡
雑
多

な
様

式

と
背
景

を

ヽ
ち

た

、
も

つ

■
立

一紅

■
ｆ

ス
サ

カ
土
者

の
変
化

地

域

を

一
甘

十

る

こ
と
さ

え

キ
キ

た

な
た
Ｌ
ィ
一

ン

ア

ス
一一■
７

一十
逆
走

に
↓可
十

を

一
一
分
√
備

ｒ
序

論

才
・十
一は

た
卜
よ

≡

，

ま

せ

■
フ　
ェ

ル
一笹

”
真
化

”
妄

一一空
遁
応
は

つ
詳
細

や

、　
〓
一中一を
一一
●

〓
十
泉
古

〓
ｒ
を

ヨ
亨
ｙ
ア
ス
前

の
長
及

た

よ
ひ
文
化

一
Ｆ
論

一

イ■
に
，地
井】
ｒ
卜
■

トヽ
ギ
，■，
「

ｉ

ア

一ム

。
方
テ

す
テ

ナ‐す
ょ

び̈

一
，ユ
・ヽ
ヽヽ

〉つ
‐‐ン
手
ｆ
イ【■
　
市
，
藤
や
〓
一

，
ｒ
ギ
ん
テ
　
マ　
・ア
　
一ｔ一
↓卜〕
つ
一
に　
マ
　
キ

控
い一十一二
十加

・
一ヤ〈
と
よ
や
よ
ボ
〕
，と
よ
「

を

こ
ろ

つ
生
活

様

式

が
そ

の

千
年

迄

に
は
、

マ
ィ

文
化

は

過

ナエ
イヽ
、
お
り

、
芸

術

の
れ

ら

，
、

十郎

ち
陶

零

絵

画

〓
フ

レ

卒

怪

既

に
過
去

”
よ
あ

と
な

、式
の
物
語
の
多
く
は
、
儀
式

一
本
石
の
碑
に
、
日
時
も
叫

た

一
・一の
キ
任
に利
い
一
甲

に

マ
十

八

て

ｉヽ

い
工
官
〕
一
ｊ
↓
―‐
　
・，よ
ｆ
ち

，
財

に
由

＝

ア

メ

リ

ナ
一
●

デ

！

た
．

マ

イ
■
活

の

出

フｉ
ｔ
、、，地

■

ま

　

・

！
〓
Ｌ
、

こ

去

」
卜

■

世

■
ｉ

し
十

‐≡

え
一知
的

な
審

，ヽ
コ
つ
高
原
女
・１こ
の
影
響
を

、
　

」
一

〓に

一
現

一
す

十ヽ

■

　

，

　

一
一　

一
シ

テ

未

来

と

望

ん

で

▲
間

つ
勤
一勉

・
創
吉
千

撃
一哨

に
旧
ｉ
荏
石

一場
合

と
同
様

に
新
大

陸
乃
記
録
に
一一禄
，
返
！
を
中め
ら
れ
一
．ま
い
，
〓
し
，
．
止
格
」に
な

一遠
一
十公
子
十
一私
の
ユ
二
一
ヤ有
と
し
イ
〔一
工
場
一
を
し
ば

ヽ
一く
さ
れ
る
な

ら
ｉ

、
一■
丁
時
に
Ｌ
督
一ま
し
、
時

ｉ…二
ｒ
警
」ヽ
」

、
時

に
ほ
慨
欺
七

一さ

一
キた
午
ま
せ
ん
．
私
進

Ｌ
十、，お
■
「ど
Ｆ
Ｔ
亦
し
た
年
大
な
洋
一カ

、

（
全
＋一〒
（同
一
〓法
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
一
一
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首
・「〓
一え
■
一
ヽ
十七
．勺
一・４
〓
ヤ■
ア
ス
キ削
力
一氏
一よ
■
・≡
ひ
す八
十

一，
十一ｆ
一！布

創

造

ｔ

こ
驚

Ｌ

Ｌ

、
そ

つ
成

果

に
喜
び

を
共

に
す

る

こ
と

さ

一
．子

る

の
で
あ

り

ま

アヽ

ゥ
と
同

時

に
私
達

ほ
そ

れ

ら

を

眼

の
あ

た

，

に

見

モ
、

人
類

の

水
遠

の
悲

一劇

を
痛

感

ぜ
ざ

る

を
得

な

い
の

モ

ｉ
丁

ヤ二
七

‐‐
　
そ
れ
は
決
し
て
必
然
的
な
病
気
と
か
よ
神
て

ｔ
ｉ
Ｌ

ま
一〓
一
　
　
そ
れ
ほ
▲
甲
か
地
つ
八
問
に
対
し
イ主
≧
一た

作
〓

二

す
た
井
八
這

こ
云
う
を
劇
で
あ
り
耳
〓
”

打■

遠

か
人

埼
一
の

物

語

才
≡
ひ
よ
）
と

く
時

に

、

そ

こ

に

よ
一数

多

，く
ｎ
・

偉

大

な

発

明

や

任

職

を
見

出

す

の

で

あ

り

ま

す

。

し

を、
し

を

，

士

・不

な

る

も

の

は

ま

た
，将

来

に
属

し

て

お

り

ま

す

。

今

日

ま

て

，

＞
一

こ

ろ

能

力

と

応

用
あ

点

に
於

い

て

人
類

の
最

天
の

発

明

ほ
科

学

由
．

方

法

二ヽ

百

？
ヽ

の

で

あ

り

ま

す

。

一
≡
れ
ほ

薦

「法
の
道

早

て

、

キ
芹
一

（
■
ャ十
高

一
コ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｔ
こ

人

に

こ

う

道

具

を

局

い

て

、

物

官

向

環

境

に
対

し

有
時
一拘

た
征

眠

を

７
■

ど
一・
い
う
と

（
し

た

，

メ
ド
リ
て

れ

に
Ｌ

去

二

〓
〓
白
年

一
一
り

か
た

に

去

い

て

一成

討
・さ

れ

た

分

イ
、
あ

り

ま

す
。

今

や
遂

に

二
の

一距
法

の

道
具
は
■
会

・
文
化
環
境
の
中
に
子
【
か
ら
存
在
す
る
ま
多
の
を

，
す

与

■

二

占
川

ゴ

十っ

れ

ょ

ぅ
ン
と

し

て

い

〓
キ

．

み
、
れ

Ｌ
∵
と

，

も

一里

宝
】
Ｆ
・
，
■
！一娯

卜

一す
全
（
一”ヤ
圭
！
と
一芸

≡
ノ
■■
、〓
々
十
一
転
一
「
ツ
〓
千
ｆ
ｔ
　
へ
〒
■

一十
一と
，
ｔ

学

に
均

垣
科

学

が
為

し
得

な

か
つ

た
こ
と

一生

付
し

、

ま

た
胸

理
科

キ

が
「一
し
て
し

ま

つ
一
年
一̈い
ち

を
正

き

な
庁

れ
ば

な

り

吉
すせ

ん
ｉ

庁官

様
が
今
百
社
会
科
学
者
の
努
力
に
幸
あ
れ
と
祈
ら
れ
る
こ
と
は
、

と
り
「ヽ】豊
れ一お
さ
ず
、
来
る
が
章
一「「夫

て
の
人
類
の
幸
福
を
れ
る
こ

と

に

他

ふ

，

ま

せ

ん

。
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一村
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一二

林
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執
　
筆
一　
者
　
一職
　
八一

―
―

本
学
史
学
科
教
授
主
主
科
長
。

本

車字
史
　
一字

科
！　
致

一ルｔ

本
宇
愛
学
科
専
任
話
師
。

不
宇
実
ホ
文
字
科
致
〓
。

塚

陸

妻

金

付

一藤

一メ

日

夫

不
　
単子
一工
　
・年
「
『
“
　
李辞
　
一抑
。

立
”よ
高

笠
す
学

一収
教

諭
。
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務
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